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者を 5 型に分類することができた。さらにそのうち 3 型については，視覚による情報入力段階の障害，
空間表象の形成，操作，あるいは利用の段階での障害，行為運動面での障害がそれぞれの無視の主要因
であろうと推定することができた。また，他の 2 型の成績から，線分の長さの視覚的評価と平面の広い
範囲に及ぶ視覚性探索機能とは異なる機構であると考えられた。
半側空間無視の責任病巣としては，縁上回，角回領域およびその皮質下白質を含む病変が重要である
と考えられた。
論文審査の結果の要旨
半側空間無視の発現機序については，さまざまな仮説が提唱されているが，未だ一致した見解はない。
本論文は，情報入力の際の感覚様式の違いが無視発現に影響を及ぼすか否かを検討したものであり，視
覚および触覚という異なる感覚様式においても，無視発現には共通の機構が関与することがあることを
明らかにした。さらに，感覚様式の差異だけでなく課題要求性の側面からも検討を加え，視覚のみなら
ず触覚においても同一感覚様式内で課題依存性があることをはじめて示した。また本研究で用いた視
覚性および触覚性課題は，従来の半側空間無視患者をさらに細かく分類し，それぞれに異なった無視発
現の要因を推定することを可能にした。これらの知見は，半側空間無視の発現機序を考える上で今後考
慮されるべきものであり，また，本検査課題は臨床面で貢献するところが大きいと考えられるO
以上より，本論文は学位に値すると考えるO
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